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１．テーマは「軽自動車」について 

 

長野県の自動車保有台数は昨年のデータでおよそ１９２万５千台ですが、その

うち軽自動車は９０万６千台で保有率は５年連続全国１位となっている。人口の

半分近い台数を保有していて、軽自動車王国と言っても過言ではない状況であ

る。今回は自動車の中でもこの「軽自動車」にスポットを当てて話したい。 

 

２．保有台数が多い長野県特有の訳は？ 

 

理由は比較的明確で、①山間地が多く細い道が多いこと、②除雪地域が多く４

ＷＤの軽自動車の需要が高いこと、③一家で複数台所有する場合が多く、維持費

が安い車を求める傾向があること、④公共交通機関が都市部ほど便利でないこ

と、⑤そして環境にやさしいというイメージがあることなど。 

 

３．軽自動車は環境にやさしい？ 

 

相対的には環境負荷は小さく環境にやさしいといえるが、今後は規制が強化さ

れていくため、各メーカーの動向を注視していく必要があると考える。 

 軽自動車は車体が軽く、排気量も６６０ｃｃに制限されている為、燃費が良く

ＣＯ₂排出量は少ないという強みがある。今まではエコカー減税の恩恵を受けやす

い車種が多かったが、優位性が薄れてきている。 

 

４．自動車にかかる環境に関する税制が変わった内容は。 

 

今年 3月末までは環境性能割と言って、購入時に燃費性能等に応じて０～２％

の税金を納める必要があったが、それは廃止になったので、新車購入時の負担が

軽くなった。しかし、もう一つ自動車重量税に係るエコカー減税というものがあ

り、年々基準が強化されている為、今後の費用に影響される可能性があることは

承知しておかなければならない。 

 

５．今の話からすると、軽自動車は環境問題との関係では追い風もあり、また逆

風も受けているという感じがするが… 

 

短期的には環境にやさしいと言えるが、中長期的には燃費等の性能のハードル



は高くなるので、現状のガソリン車中心からの転換が図られていくのではないか

と思われる。考えられるのは、すでに各メーカーが発売している電気軽自動車

（いわゆる軽ＥＶ車）、機能をレベルアップさせた軽ハイブリッド車、軽の水素エ

ンジン車など。長野県では軽自動車が欠かせない存在であることは変わらないと

思われるので、自然保護の観点からも軽自動車の燃料の変化は注目していきた

い。 

 

６．ガソリン車以外に転換された場合どんなメリットがあるのか？ 

 

現在の軽自動車のハイブリッドは、普通車と異なりガソリン車のスタート時の

補助的な役割のみなので、多少燃費が良くなるという効果に限られる。ＥＶ車は

充電によるモーターで走るので、走行コストの安さ、静かさ、加速の良さ、税金

面の有利さ等メリットが多くある。航続距離の短さと充電環境の少なさ等のデメ

リットもあるが、技術の進歩が解決するのではないかと期待されている。また、

最近では脱炭素に貢献できるもう一つのエネルギー車として、水素エンジンで走

る車も発売されているが、充電設備など課題が多く、需要が拡大するかどうかは

未知数の状態。 

 

７．軽自動車も地球温暖化対策に貢献する技術開発が、今まで以上に重要になっ

てくる。では、古くなった自動車のリサイクルは出来るのか？ 

 

廃車をする場合は、普通車も含めた自動車全般に言えることだが、解体してそ

のほとんどがリサイクルされる。再利用できるエンジンやドアを取り除くが、エ

アコンで使用されるフロンの類、エアバッグ、破砕後のシュレッダーダストは、

購入時に支払うリサイクル料金によって処理されている。 

 

                   以上 


